
■「店長がバカすぎて」

「笑うマトリョーシカ」と同じ作者というのが驚き．
と思ったけど，分かりやすいと思わせる伏線を，少し明後日な感じで回収していく感じは，
共通しているかなあ，なども思わせられた．
いくつか謎の箇所があって，何度か読みなおしてみたけど，やっぱり分からなかった．
... 誰かわかったら教えて欲しい．
あらすじとはあまり関係ない部分だけど，
物語を読むことは他人の気持ちを追体験すること，人の気持ちを考えること，
というような言い回しがあって，なるほどな，とか思った．
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